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地震発生後は,交 通の寸断により病院に物資が届

かない可能性 もあることから,病 院で地震に備えて

病院での医療用物資の在庫などを検討する必要があ

り,そ の際には,地 震発生後の時間経過に伴う必要

な医療用物資の種類や量の変化を考慮することが望

ましい。しかし,地 震発生後の時間経過 と,病 院で

必要な医療用物資の種類 と量の関係は明らかになっ

ていない。

B。 本研究の目的

本研究では,地 震発生後の時間経過に伴う病院で

必要な医療用物資の種類の違いを,新 聞記事を用い

た調査 と被災した病院への聞き取 り調査にもとづき

明らかにすることを目的とする。種類の違いが明ら

かになれば,こ れに基づき,地 震に備えて病院が優

先して在庫すべき医療用物資や,緊 急物資を輸送す

るタイミングなどの検討に用いることができる。

C.用 語の定義

1.地 震発生後の時間経過

本研究では,地震発生後の時間経過を,避難期,救

援期,復 旧 ・復興期の 3つ の期間に分ける。避難期

は地震発生直後から3日 目,救 援期は4日 目から7

日目,復旧・復興期は8日 目以降 とする。西庄ら2)は,

地震発生直後から3日 目と4～7日 目では使用する

医薬品の種類が異なると指摘 している。このことは

傷病の種類が異なることを意味し,医 療材料,医 療

機器,医 療器具の種類 も異なると考えられる。また

地震発生後 1週 間と長期間の避難所生活では傷病の

種類や必要な医療用物資も異なると考えられため,

長期間を8日 目以降 として 3つ の分類を定めた。

2.医 療用物資 とライフライン

本研究では,医療用物資を,医薬品,医療材料,医

療機器,医 療器具の 4つ とする。また,ラ イフライ

ンを,電 気,水 道,ガ スの 3つ とする。

D。 本研究の方法

本研究では,「平成 19年 (2007年)新 潟県中越沖

地震」(以下,新 潟県中越沖地震 と呼ぶ)を 事例に,

避難期,救 援期,復 旧 ・復興期の各期間で,病 院で

必要 となった医療用物資の種類を明らかにする。

上記の目標を達成するために,① 地震発生後の

医療 ・看護活動を明らかにするための新聞記事を用

いた調査と,② 被災した病院での医療0看護活動を
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明らかにするために聞き取 り調査の 2つ を行う。

なお,新 潟県中越沖地震を事例 とした理由は,近

年発生した大規模な地震であり,他の地震と比べ,資

料収集が容易 と考えたためである。

E.既 存研究と本研究の位置づけ

病院を対象とした地震対策に関する既存研究は,

① 事例から被災地の病院の実態と課題を明らかに

した研究3め,② 病院の地震発生時の対応能力を定

量化した研究①,③ 傷病別患者数に基づいて病院

で必要な医療用物資の種類や量を明らかにした研

究7)が挙げられる。

③ の研究は,外 傷の内容と負傷者数に基づき,地

震発生時の救急初療 (救急患者の容態を安定させる

処置)に 必要な医薬品の種類や量を明らかにした研

究である。しかし, この研究は,対 象物資を避難期

の医薬品に限定している。

本研究は,地 震発生後の時間経過に伴つた病院で

必要となった医療用物資の種類の違いを明らかにし

ている点に特徴がある。

H.新 潟県中越沖地震の概要

A。 新潟県中越沖地震の規模と被害

新潟県中越沖地震は,平 成 19年 (2007年)7月 16

日(月)10時 13分頃,新 潟県上中越沖を震源地とし

て発生した。地震の規模はマグニチュード6.8で,最

大の震度は,新潟県柏崎市・刈羽村などで,震度 6強

であった。。

死傷者数は,死 者 11人,重 傷者 182人,軽 傷者

1,807人であつた。住宅の被害は,全 壊 993棟,半壊

3,286棟,一 部破損 35,068棟,建 物火災 1件 であつ

た9)。

B.ラ イフラインの停止と復旧に要 した時間

新潟県中越沖地震では,停 電 した戸数は25,192

戸,断 水 した戸数は61,532戸,断 ガスした戸数は

34,200戸であった。停電した戸数 と断ガスした戸数

の 90%以 上,断 水した戸数の 70%以 上は柏崎市で

あった (表1)10。

ライフラインの被害が大 きかった柏崎市につい

て,ラ イフラインの復旧に要した時間をみると,電

気,水 道,ガ スのそれぞれで復旧に要した時間は異

なっていた。電気は,地 震発生当日から数えて 3日
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表 3 新聞別 ・日別記事数 (2007年 7月。件)

外する。

② ① で抽出した記事を,独 自に作成した分類表

を用いて分類する。分類は記事ごとに次の手

順で行う。分類表は「新潟日報,朝 日新聞,日

経新聞の1週間分の記事」から掲載頻度の高

い単語を選びKJ法 で分類 し作成した (表

2)。

1)記 事の見出しに含まれた単語 と,分 類表の

「キーワー ド」欄の単語を,比 較する。

2)見 出しの中に一致するキーワー ドがあった

場合,そ の記事を中分類に 1回分類 したこ

ととする。

3)分 類表 (表2)中の全てのキーワー ドについ

て 1)～2)を行 う。なお,1つ の記事を複数

の中分類に分類することを許す。

③ 中分類 「D医 療」に分類された記事から,医

療に関する記述を抽出し,1)医 療活動の状

況報告,2)注 意喚起,3)人 的被害,4)そ

の他の4つ に分類する。そして,地 震発生後

の時間経過に伴う医療 ・看護活動について考

察する。

C.調 査結果

1.記 事数 (調査の方法①の結果)

新潟日報,朝 日新聞,日 経新聞の 1週間分の記事

の中から,見 出しまたは本文に 「中越沖地震」が含

まれた記事を抽出した結果,記事数は658件だつた。

注)上 段は,朝 刊 ・夕刊それぞれの記事数,下 段は朝刊 ・夕刊の記事数の合計。

ないため,22日 は記事なしとし“"で示した。

日曜日は各紙夕刊を発行してい

表4 全記事に占める各大分類の割合 (1週間分)

各大分類"の 割合 (%) 記事数 (件)

A B C D E F G 計 D

新潟日報 17 8 13

朝日新聞 5 7

日経新聞 5 8

合計 17 6

淘
僧:ざ意 Ak,等冬墨県誕飾:薇:
E:企 業活動,F:二 次被害,G:そ の他

最 も記事数が多かった新 聞 は新潟 日報 で,351件

だった。

日別の記事数では,17日 (地震発生翌 日)の 121

件が最 も多 く,18日 以降は徐々に少な くなっていつ

た (表 3)。

2.記 事の分類 (調査の方法② の結果)

① 全分類

1.で抽出した658件の記事を,表 2の分類表を用

いて分類した結果,新聞 3紙の合計でみると,「C.避

難生活と支援」の割合が29%と 最も高く,次いで「E.

企業活動」の割合が24%,「 F二 次被害」の割合が

19%と 高かった。なお,「F.二 次被害Jが多い理由

は,震 源の近くに柏崎刈羽原子力発電所があつたた

めである (表4)。

新聞社別にみると,新 潟日報は「C.避 難生活 と支

援Jの 割合が 32%と 最も高 く,次 いで 「B.電 気 ・

避難期 救援期
復旧 。

復興期
合 計

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日

朝 夕 朝 夕 朝 夕 朝 夕 朝 夕 朝 夕 朝 夕 朝 夕

新潟日報

14 6 13 11 285

朝日新聞

13 4 17 7 17 3 7 9

7

日経新聞

9 5 17 11 4 9 6

9

合計

17

658
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診 療

1発病を懸念

熱中症,ス ト
せも,エ コノ

'ス症候群 に

の避難所で

ど活動開始

ケアが緊

[静脈血栓を

問題を訴え

と診断

表 6「 D医 療」の記述内容

避難期     1            救援期            1復 旧 ・復興期

新
潟
日
報

医療活動の

状況報告

注意喚起

|●生洒不満発病

|●感染症,熱 中|

lζ企♭鏃
1 注意

人的被害

その他

劣
朝
日
新
聞

日
経
新
聞

医療活動の
状況報告

注意喚起

|:I舞:悽ド
層1縛冤提l窓

僑
鶉

貨
|レ
ス
キ
に
|・
言
り

の

人的被害

その他

医療活動の

状況報告

透析患 よ

―
―
行院病

―
―
の外市

注意喚起

人的被害

その他 甲申8:[1輪薇 , 開 始
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表 9 被災地の病院での被害 と医療 ・看護活動に関する聞き取 り調査の調査結果 (a:避 難期,b:救 援期, 復旧 ・復興期,

期間不明)

②

電タ

給は
'

に影畜

復 1日|

給 はイ

具のi

A,

避

外傷

に,

の供

その

B

瑯

析巌

必要

たど

た。

スθ

手布

フ

~´

本言

ナ」Li

被i

種リ

のう

同
'

異

す

患

医

生

な

な

A病 院
B病 院 C病 院

玄関のガラスが損壊。増築部分

にズレ。

堺じ

'7;ぬ

Ъも(`反由燿じえ
彎甥観と認財Ml

3乍号労貢写ラ繁象綺言駿損。
病室のテレビが落下,頭床台が

天側急者(77～78人), 病院の
スタッフにケガなし。

・建物にひび。
・棚が倒れレントゲ
ンフィルムが散舌L。

・水道が停止した。
・都市ガスが停止 し

た。

フ

の

イ

ン
ラ
イ
止

②
ラ
停

① 建物 ・

設備。人の
被害

]鷺う惜撃孫ヅ黎曇桑曾fr集
晉秀勿震肇標準勿套鼻栞暴梁置し。

鯰L励宴塚昔旨豪ダ亀懇寿憾【誤‰垢ξ駄時間分備謝。エレベー

鯰
ね漿筆貶m、 肺甜蛛鼈管

終就
y髯

[慰 誂 猥 駐
嬬 醐 ○但し,配 書の検査がま

認早b都市ガスは2日現在,
復旧せず。

已ア穐旨 の来 院 患者 数 は20

(bttЪO日以降はほぼ地震前と変

機彙曇霧 ?剰品電税肖零警
た。

l a ) 1 6日の来院患者

]僧見淫晩恣雰展
米院。
(a)17日 は20人程。
(a)来 院 患 者 の う

ち,入院は 11名 で,全
員外傷。

齢装尋曇薦tt'糞
送。

(a)ガ ーゼが不足。

(a,b,C)断 ガスで調
理できず,食 事 は缶

詰。

発
医
活

曜
御

。看護

③
生
療
動

t言危5鴇食欠Б憲薯織逮低:救急車とヘリでおこなった。

⑤ その他

発
物暉

御
難

④
生
流

・平時より,医 薬品 5～7日分 (少なくても2～3日分)を 院内に在庫

『癬鋏魚境で多ヾか輸rm戯ぃか
iヨ 々阜輩う?堡 [彙 lt馨 ふ:発 θ

の治療薬が不足していた。

(a,b,C)断 ガスと断水,調 理器械の故障により,調 理できない。

讐鶴響ャ「鸞1鶏鳥縫K挙
屁F::1行匿涯窯負たホ足なし。

賞づ糟菫ず〔』£[多:スラ]
。珈鼈鑢品層ざ



d,■O SqI◎OM211Чs11:I12■u_■

部軍 lrユ

軍影挫日尊単螺担影控口擢喜擢(Pil)

6Z珈小ψ▽0`単図型場 9780Z91些:γ撃薫

(日着0981Z寧士`科釜6Z60Z第去)

ιZ/8～91/ι/ι00Z`料豆¥賑妻酔:当飲讐 (OI

ιZ/8/200Z`耕濠¥髪ヨ群:当釣熙 (6

91/ι/ι00Z`掛長¥賑熙酢:当髯当 (8

200Z`981 6ZI≒諄SI彰聖ヽ罵≒暑Ψ物▽日埋

`黎

り湖騨匠酵

ワ羊凶コ撃軍擢研⑦喜⑦習章ヨン逝でコ拳碑号準⑫馴χ

星)(A繁コ剛撃`硼`数■当そ撃`六昇田普`当イ|lr2 (ι

000Z `891-ιSI

`609`当X曜ゾ回聖撃ラ要薄彰奪介に日`一畔劉豊ツ

`M2に
叫脚

喜=⑫財i半導図・割γ星―程靱⑫4/ご■=騨ツ

`凶

烈γ

R;νYコ釜身ヨ⑫劉聯`郵Ψ馴軍`ヨ劇郵フ`―平普↓ (9

9661`8929`9661雀当鰍重Ψ撃凛輝嘱罵≒彗彰瑠V日 ` 騨

¥⑫昇欝%I⑫ツー影控草麗9`凶烈聯ヨR多ロツコネ

21MttYttM・申ツ副`飩軍`・鐵中`畔Y (9

9661`8ιI ZιI`9`当昌董ヨ鯉じ斎軍

劉聯V日 ¬唾嬰⑦JI誦巣章⑦
'国

導変ヨ爵準景χ霞碑熊毒製当

郭音⑫O(γ取剛ヨ`硼`¥剤甲具`撃刻田bll`「首X'試 (ラ

9661`Iι1 0ιI`9`当昌

逝禦罵≒彗董劉聯▽日 理ヽ誹⑦酢島辮ワ⑫ll珀単Ж罰撃ワ

コ繁勲γ冨¥捌玖・申ツ醐`7¥田里糧会に勤η程緊猫レヽ(8

Z00Z`'98198`'7`童華「■日`γ星¥制

′・韓割-2C9ぐ(γ烈翠ヨ量χ`ヨ剰‖M`■章コ里 (Z

9661`(業董影控

早靡肖迎当副)0鮒鱗豪影控斎越T自軍力ι箸士`曇早

首輩影J豊コ任馬乏冨Ё騨¥苫ζヨ情ジ

`*籠

[才シツクコχttY塚思M・申ツ醐 (I

測  軍

°
フ羊¥認享躍)n饉J22 `コン単⑦罰聯γ

、へyγ、
^γ

ttP J草堅6邊翼劇`2Cγ宗烈ツ羊甲り像X嬰V

響  羅

°(A平くへ尋コ鉢象彩控弾η邸身や0●平こγヽ累

Ysγ量数⑦ヽ勤燿⑦劉撃`き0●γνヨγヽ日1動⑦馴

静⑦YαきΨ`烈身乎9 11Fl童⑦菫町⑦動`利勁↓
°
平η喜尋アコヽ

^身
Fl)影

+利劇摯⑦募効弾γ勤24曇χ`q'判撃認く
^ユ

γ7

、γP尋襲斡菫瓢`qぐn°22●7身ァγくAよγ7

、γ半ド菖恥`〉摯γヽ選阜雛ワ⑦ヽ菫町Fl)剛撃⑦胸

町4票`α弾⑦ツ
°

'く

02コ釜母量数6f烈(冨町

裂中当獣讐)菫町⑦斑9コ菖争2'(寺フ00Z)寺91筆

士`利軍町爾中管骸讐繁身
°
平η2は0つ陥24M童禄菫

町麒爾中管飲撃`尋く。ま⑦多動⑦募物日当団身近で

よ罰撃1料烈熙剛回割⑦勁下販菫取`利ユ彩控V

=lr1 99 ・IA

8o(991)一撃0薫醇易劉撃・翠ヨV日

°
ワ2●7象22■

21近で、γ与麟日ヨヨフ準日421身]=浄羽′罰′⑦P■

撃ヨIIIIl軍̀認■
°(へ

準きη下髪R9準ヨク鷹普、γ嬰下

騨烈`準1撃珍⑦9νコ
°tt ι

ユ2'近で、γ身啄田郵ヨ

フ準日斡24コ撃⑦R身盤』WY``―ミ/EI`畢

¥朗戯罫`=浙割軍粍暑ミ派攣`F121鷹面動。日曜勁

誦洒動0日催動 
・Э

°
,92アコツ準

コ1(fワぐ9、γ多動⑦募銘日当日身董そ♀2Cコ晋

、γヾ多⑦量数⑦啄到罰撃き窮垂`くへ影尋早腱⑦数回

彎Vて菫町中靱中管飲讐`剰ヨ選⑦軍腔V`α尋⑦

ツ
°
992晋剤、7アコ(A身く。2ι身コ1ぐ脅陥Fl野動

⑦豪磁日撃ヨ身董ぞ`21渤⑦菫町く。多期塾Tsγ量数

⑦ヽF//1到罰撃0星町⑦師シ`α弾弾ηア髯ヽそ冨碑

(^身イ朗聯ηlsγ量数⑦ヽ物到罰撃Cくγ騨萱ギ1軍眸V

`繁身
°
平C尋2'董そ、7首檻コヨ⑦4rr許―評Yンご

OYαなさ/E1/`αγ⑦ツ
°
認こ身〉身累以、γ妙士

二界ユγヽ華崇

`単

繁⑦首器¥図6f21T創⑦馴静⑦Y

α`sγ tt Cくγ身イ馴聯コイ準1最稚⑦啄到罰聯`弾撃
°
γ

C身ア逓そq習蛍ョ⑦R尋撃中滋き留¥割軍`α弾

γnT髪烈騨爵1菫取⑦回↓`24勁
°
平Cコ烈逝で

、γ豪陥田ココツ準田421身留爾浄羽′罰′⑦R尋身留聾

繁`烈♀アア撃¥⑦P尋野副き艦冒`Fl烈師爵準

師静準 
・[

°tt Cコ21董で、γ馴静⑦Ψ
'T217尋

車Ψ靭`α認⑦ツ

°
平C tf/〉・P/界ユ、γ¥乳辮繁`αttγnT罰、γ馴静⑦

Ψ`弾撃
°
平Cニア近で勲喜¥尽

“

a―ζき懃騨`烈

勤
°
γこ身コ1近でγヽ豪物日野コツAヽ日24コ乳⑦珍彰

`g認ワ準腫巌21罰撃、γ身

`り

⑦罹多`利24鷹騨烈

扉轟冊 
・V

1ヽヨ0窯裂0豆聯日肇ヨ↓

壷力2割撃←囀コ1熙副回割0砂平髪菫■ 
・A

°
平CC身累ユ、γ影士`二累よγヽ警黙旦熙⑦首

器当日`692ffγnTttQ=断面動・日1動利馴

静⑦Yζ
°
弾Cγヽ身界以尽

“

当撃当峰繁`配⑦af日1動

`、γtt q日1動烈師爵準利靭静⑦Ψ
°‐~/CC尋

利最塔烈

確E嬰登墾呈0導変ヨ`α認弾η日1動コ々日宗下髪窪纂酢剰馴

静⑦腎冨
°ttq T創

割―利靭静⑦Yg・Ψ・し冨

最猪⑦

ヽ種嬰翼呈・当コツf24丁罰⑦イン4∠ン4 ②

，

日

一

ι 600Z



「ヽO1 46 No 3
34(166)一 日本医療 ・病院管理学会誌

STUDY OF CHANGESIN THE TYPE OF

AT HOSPITALS DURING THE COURSE

MENT OF AN EARTHQUAKE

一―一―A survey based on ne vヽspaper artiCles and information of intervieヽv at those hospitals that

、vere affected by an earthquake―

Tomoyasu ISHIKAヽ VAl),Teppei OSADAl),Akira ENDOa and HirOhito KUSE3)

The present study、 vas intended to elucidate the changes in types of rnedical supplies that are

needed during the time course fonov″ ing the development of an earthquake.  To aChieve this

purpose, t ハヽ″o Surveys vヽere conducted on the events fol10wing the Niigata―
ken Chuetsu― oki

Earthquake.  For the flrst survey that used ne、vspaper artiCles,those related to rlledical care and

nursing activities after the earthquake、 vere extracted frorn three neM/Spapers tO elucidate the

medical and nursing activities that took place at the scenes of the disaster and the specinc

nomenclature of the diseases and inJuries that the victirns surered.  For the second survey that

、ハ″as based on intervie、vs at the hospitals that suffered the effects Of thiS earthquake,3 institutions

that accepted a relatively large number of patientsヽ
ハ″ere selected and information、 vas conected

on such facts as damage to the buildings, facilities and persOnnel, disruption of lifelines and

medical and nursing activities folloM″ing the earthquake.  Stlbsequently it、
vas found that damage

tO the buildings and personnel vヽas relatively rninor and did not affect medical and nursing

activities; but disruption of the lifelines forced abandonment of Surgery or diSContinuation of

dialysis therapy  The study indicated that in viev″
of the types of diseases and iniuries incurred

and the disruption of the lifelines,the types of medical supplies that are needed vary during the

course of events fono、ハ″ing the deve10pment of an earthquake.

n/1EDICAL SUPPLIES NEEDED
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